
緒　　言

　マサ土は花崗岩が風化してできた土壌で，その特徴と

して，粗粒質で保水性が低く，腐植含量が低く，塩基置

換容量が小さいため，植物が生育する上で必ずしも良質

な素材ではないが，有害物質を含まない４），病原菌など

の汚染が少ない等の理由から花壇苗の生産用培養土の混

合素材として用いられている．

　花壇苗の消費形態は従来の公共花壇に定植されること

とは別にテラコッタやプランターなどに種々の草花を植

え込み，エクステリアの一部として楽しむ「寄せ植え」

が増えてきている．この場合，定植に用いる培養土はピ

ートモスを主体とした軽量培養土が多い．このような培

養土への定植に関しては，生産用培養土のピートモス比

率を低下させると定植後の引抜抵抗値が小さくなり，定

植後の生育が抑制されることを既報で示した２）．

　一方，花壇の土壌はその在来の土壌が用いられるほか，

都市部などで新たな花壇の造成に当たり，マサ土が用い

られる事例が多い３）．定植先のマサ土や一般土壌はピー

トモス主体の培養土に比べて孔隙率が低く，固相率の高

い条件に定植されるため，定植後の良好な生育が維持で

きず，苗は過酷な環境での生育を余儀なくされる．

　そこで，マサ土や一般土壌への定植に適応した花壇苗

生産用培養土のマサ土比率が定植後のニチニチソウ
およびパンジーの生育に及ぼす影響
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要　　約

　生産用培養土に含まれるマサ土比率が定植後のニチニチソウ及びパンジーの生育に及ぼす影響につい

て調査した．

１　マサ土比率の高い生産用培養土ではニチニチソウ，パンジーのどちらにおいても定植用ポット苗で

の生育が抑制された．

２　マサ土比率の高い生産用培養土で生育したニチニチソウ，パンジーのマサ土への定植後の生育は抑

制され，ニチニチソウの開花数が減少した．

３　マサ土比率の高い生産用培養土で生育したニチニチソウの壌土への定植後の生育は夏季であれば開

花数は減少しなかった．
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Planting of Catharanthus roseus  and Viola × wittrockiana Gams
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Summary

　We investigated effects of masa soil percentage in the substrate for raising seedlings on their growth after 

planting of Catharanthus roseus  and Viola × wittrockiana Gams . 

�　Their growth in raising seedlings of both Catharanthus roseus  and Viola × wittrockiana Gams became 

retarded in the substrate with high percentage of masa soil.

�　After planting seedlings from the substrate with high percentage of masa soil to masa soil ,their growth of 

both Catharanthus roseus and Viola ×wittrockiana Gams retarded, and the number of flowering decreased for 

Catharanthus roseus . 

�　After planting seedlings from the substrate with high percentage of masa soil to loam soil ,the flowering 

nummer of Catharanthus roseus did not decreased in summer.
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を生産することを目的に，生産培養土のマサ土比率が定

植後の苗の生育に及ぼす影響を検討した．

材料及び方法

１　生産用培養土のマサ土比率が出荷期における花壇苗

の生育に及ぼす影響

　供試品種はニチニチソウでは「パシフィカブラッシュ」，

パンジーでは「デルタイエローウイズブロッチ」を用い

た．２００７年４月１６日，７月２５日にそれぞれ４０６穴セルトレ

イに播種し，育苗した。なお，パンジーは２５℃の冷房育

苗を行った．

　生産用培養土の処理区はマサ土とピートモスの混合比

率を変えた試験区を設け，マサ土：ピートモス：パーラ

イト（平均粒径４mm）の容積比を０％：８０％：２０％区，

２０％：６０％：２０％区，４０％：４０％：２０％区，６０％：２０％：

２０％区とした．供試したマサ土は兵庫県養父市山東町で

産出されたマサ土を用いた．生土容積抽出法による土壌

溶液の ECは０．０２S/m，RQフレックスによる硝酸態窒素

濃度は検出限界以下（＜３ppm）であった．

　各処理区の培養土にマグアンプK（６-４０-６）を２g/L

添加後，９cmポットに充填した．ニチニチソウは５月１０

日，パンジーは８月２５日に鉢上げした．それぞれ開花が

揃った６月２５日と１０月２５日に出荷段階での生育調査とし

て各区当たり８株について全高，株幅，花径，生体重，

葉色（SPAD値）を測定した．

２　生産用培養土のマサ土比率がマサ土への定植後の花

壇苗の生育に及ぼす影響

　実験１と同じマサ土を定植用培養土としてプランター

（６５cm×２５cm×１８cm）に充填してマサ土処理区とし，プ

ランター当たり３株を定植した．

　定植後は窒素濃度２００ppmの液肥を１週間毎に施用し

た．定植後７日目に活着程度を調べるためデジタルゲー

ジ（AIKO-９５００）で各処理区当たり６株について引抜抵

抗値を測定した．引抜抵抗値は以下の式により求めた．

引抜抵抗値（E）＝定植７日後の｛抵抗値（A）－苗の重

量（B）｝－定植時の｛抵抗値（C）－苗の重量（D）｝．

定植後の生育調査はニチニチソウが７月２６日，パンジー

が１１月２６日に行い，各処理区当たり６株について全高，

株幅，花径，開花数，生体重，葉色を測定した．

３　生産用培養土のマサ土比率が壌土への定植後の花き

苗の生育に及ぼす影響

　場内（加西市常吉町）野菜畑の土壌を一般土壌として

代表する処理区とした．試験に供する前に湛水処理を

行った後，ガラス温室内に搬入して土中温度を４０℃以上

とする太陽熱消毒を２０日間実施した．その後１５mmの篩

いを通過した土壌を前記と同様のプランターに充填して

壌土処理区とした．なお，生土容積抽出法による土壌溶

液の ECは０．０２S/m，RQフレックスによる硝酸態窒素濃

度は検出限界以下（＜３ppm）であった．また，ニチニ

チソウ，パンジーの供試苗の栽培，定植後の調査方法は

実験１に準じた．

結　　果

１　生産用培養土のマサ土比率の違いによる出荷期にお

ける花壇苗の生育

　ニチニチソウの出荷期の生育は，マサ土比率が高くな

るほど全高，草丈，株幅が減少し，地上部の生育は著し

く抑制された（表１）．しかし開花日の遅延は認められ

なかった．パンジーの出荷期の生育もマサ土比率が高く

なるほど全高，草丈，株幅が減少し，地上部の生育が抑

制された．開花日は０％：８０％：２０％区に比べて６０％：

２０％：２０％区で６日遅延した．

２　生産用培養土のマサ土比率の違いによるマサ土への

定植後の花壇苗の生育

　ニチニチソウの引抜抵抗値は０％：８０％：２０％区で最

も大きくなったが，その他の区では大差なかった（表２）．

定植後の生育では生産培養土のマサ土比率が高くなるに

つれて草丈の伸長が抑制され，生育抑制の傾向は着花数，

地上部重で顕著であった．

　パンジーの引抜抵抗値はマサ土比率が高くなるととも

に小さくなった．定植後の生育では生産培養土のマサ土

比率が高くなるにつれて草丈，株幅が減少する傾向がみ

られ，着花数，地上部重は６０％：２０％：２０％区で最も減

少した．

３　生産用培養土のマサ土比率の違いによる壌土への定

植後の花壇苗の生育

　ニチニチソウの引抜抵抗値は６０％：２０％：２０％区で最

も大きくなり，実験１及び２とは異なる結果になった（表

３）．定植後の生育は生産培養土のマサ土比率が高くな

るにつれて草丈の伸長が促進された．また６０％：２０％：

２０％区で着花数の減少は観察されず，地上部重も著しく

抑制されることはなかった．定植後の生育はマサ土を定

植用土に用いた場合に比べて促進される傾向がみられた．

パンジーの引抜抵抗値は２０％：６０％：２０％区で最も大き

くなった．マサ土比率と引抜抵抗値の関係は認められな

かった．定植後の生育では生産培養土のマサ土比率が高
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くなるにつれて株幅，着花数が減少する傾向がみられ，

地上部重は４０％：４０％：２０％区と６０％：２０％：２０％区で

軽くなった．

考　　察

　マサ土は近畿地方及び中国地方に広く分布し，安価で

安定的に供給できるため，特に近畿地方の花壇苗の生産

においてはこれにピートモスを混合した培養土による花

壇苗生産が行われている．マサ土は花崗岩の風化過程の

素材であるため，風化年月が長くなると粘土含量が増加

してくる．マサ土の産地によって植物生育に適さない場

合もみられ，特に造園・緑化の分野では評価が分かれる

場合があり，増田らはマサ土にオガクズ牛糞堆肥，ある

いはバーク堆肥を混入することでヘデラの生育が改善さ

れることを報告している５）．都市圏で花壇が造成される

場合，近畿地方ではほとんどがマサ土単体，あるいはそ

の他の土壌改良資材と合わせて使用されていると考えて

よい２）．マサ土に定植される花壇苗は非常に過酷な生育

環境におかれる．本試験では定植先と類似した物理性を

持つ土壌で苗を生産することで定植後の親和性を検討し

た．生産培養土におけるマサ土比率の増加は出荷時では

生育を抑制し，夏季に開花するニチニチソウ，秋冬季に

開花するパンジーのどちらにおいても草丈，株幅の生育

を抑制し，地上部の生体重を減少させた．その結果，定

植１週間後の引抜抵抗値はマサ土比率を増加させるとよ

り小さくなり，定植後の地上の生育を抑制してニチニチ

　石川順也・山中正仁：生産用培養土のマサ土比率が定植後のニチニチソウおよびパンジーの生育に及ぼす影響 １７１７

表１　生産培養土のマサ土比率の違いによるニチニチソウとパンジーの出荷期の生育

地上部重葉色花径開花日株幅草丈全高
比率※草　種

（g）（SPAD値）（㎝）（月日）（㎝）（㎝）（㎝）
１８．７±０．３５６．４±０．６５．２±０．２６月１４日１４．３±０．６１２．３±０．０１４．９±０．５０－８０－２０

ニチニチソウ
１７．２±０．５５４．４±０．２５．５±０．１６月１４日１３．８±０．３１０．１±０．４１３．５±０．３２０－６０－２０
１３．４±０．３５６．５±０．３５．６±０．２６月１５日１２．９±０．２　９．５±０．５１２．７±０．２４０－４０－２０
１２．２±０．２５７．９±０．４５．１±０．２６月１５日１１．３±０．５　８．３±０．３１１．３±０．３６０－２０－２０
２０．８±０．６５５．３±０．２７．１±０．３１０月１日１５．２±０．３１１．９±０．２１５．７±０．２０－８０－２０

パンジー
１８．１±０．４５４．２±０．１７．０±０．２１０月３日１４．１±０．１１０．１±０．３１５．６±０．１２０－６０－２０
１３．０±０．２５５．４±０．４６．９±０．３１０月３日１３．１±０．３　９．０±０．５１４．０±０．７４０－４０－２０
　９．１±０．３５４．９±０．５７．１±０．２１０月７日１２．０±０．３　７．１±０．１１１．１±０．３６０－２０－２０

　※　マサ土：ピートモス：パーライトの比率　　数値は平均値±標準誤差（ｎ＝６）

表２　生産培養土のマサ土比率の違いによるニチニチソウとパンジーのマサ土への定植後生育

地上部重葉色着花数株幅草丈引抜抵抗値※２
比率※１草　種

（g）（SPAD値）（個）（㎝）（㎝）（kg・f）
３４．１±０．２４５．７±０．７３０．０±０．４２１．９±０．７２０．４±０．４１．４８０－８０－２０

ニチニチソウ
３２．６±０．６４７．５±０．３３０．６±０．５２０．０±０．６１８．８±０．４１．２９２０－６０－２０
２６．５±０．１４６．５±０．２２５．０±０．３２１．０±０．７１８．３±０．３１．２９４０－４０－２０
２２．５±０．２４６．４±０．４２２．６±０．４２３．０±０．３１７．７±０．４１．２４６０－２０－２０
５０．６±０．５６４．８±０．５１０．８±０．４２２．２±０．５１８．１±０．６１．４００－８０－２０

パンジー
４０．６±０．１６３．５±０．３１１．７±０．７１８．５±０．３１６．５±０．２１．２８２０－６０－２０
４３．５±０．４５９．３±０．４１０．８±０．５１８．１±０．２１５．９±０．３１．１６４０－４０－２０
３６．１±０．３６２．９±０．５　８．８±０．６１７．９±０．２１４．６±０．２１．０２６０－２０－２０

　※１　マサ土：ピートモス：パーライトの比率。
　※２　引抜抵抗値は定植７日後の値。
　数値は平均値±標準誤差（ｎ＝６）

表３　生産培養土のマサ土比率の違いによるニチニチソウとパンジーの壌土への定植後生育

地上部重葉色着花数株幅草丈引抜抵抗値※２
比率※１草　種

（g）（SPAD値）（個）（㎝）（㎝）（kg・f）
５２．８±０．５４４．８±０．２３８．６±０．６２８．８±０．２２１．５±０．４０．９１０－８０－２０

ニチニチソウ
４９．５±０．８４５．５±０．４３８．３±０．４２５．８±０．３２２．２±０．２０．９１２０－６０－２０
４７．６±０．５４４．２±０．２３３．５±０．３２６．７±０．１２１．２±０．６０．９３４０－４０－２０
４７．６±０．２４５．２±０．８３６．８±０．３２６．３±０．７２２．７±０．２１．０９６０－２０－２０
８６．９±０．９５８．２±０．４１６．０±０．７２６．３±０．５１９．０±０．３１．１６０－８０－２０

パンジー
７７．２±０．７５９．２±０．３１３．５±０．３２５．０±０．３１６．９±０．２１．３０２０－６０－２０
７２．２±０．３５７．４±０．４１３．３±０．１２５．０±０．４１７．２±０．６１．１４４０－４０－２０
７２．９±０．６５９．８±０．７１１．２±０．５２４．８±０．３１７．８±０．３１．１２６０－２０－２０

　※１　マサ土：ピートモス：パーライトの比率。
　※２　引抜抵抗値は定植７日後の値。
　数値は平均値±標準誤差（ｎ＝６）
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ソウでは着花数が顕著に少なくなった．パンジーでは近

年の育種方向として多花性へと改善されていることから，

マサ土比率０％区と最も多い６０％区では定植１か月後の

着花数は１株当たり２輪の差にとどまったものの，これ

以上の期間で評価を続けた場合，地上部重の差から判断

して，着花数の差はより大きくなったと推察される．し

たがって，マサ土へ定植する場合は生産培養土のマサ土

比率を高くする必要はなく，地上部の生育が良好な大苗

を定植していく必要がある．

　一方，壌土への定植ではニチニチソウ，パンジーのど

ちらにおいてもマサ土への定植でみられた生産培養土の

マサ土比率の増加に伴い引抜抵抗値が小さくなる傾向は

みられなかった．本試験は太陽熱消毒を実施した畑土壌

を用い，１５mmの篩を通過した土壌を用いて行った．こ

の土壌はマサ土と比べて土塊の粒径が大きくなっており，

根鉢と定植土壌の間に不均一な孔隙ができやすいと考え

られる．このことが引抜抵抗性に影響を及ぼした結果，

マサ土と比べて生産培養土のマサ土比率と引抜抵抗値と

の間の関係がみられなかった原因であろう．実際の花壇

への定植では表層の砕土が十分でない場合が多いため，

定植後の生育を良好にするためには，壌土への早期の活

着が重要と考えられる．活着後の生育は無機態窒素がほ

とんど無い条件であったにもかかわらずマサ土よりもニ

チニチソウ，パンジーのどちらにおいても良好な生育が

観察され，池田の報告と同様の結果が得られた１）．これ

は同じ施肥条件であっても粘土含量が異なり，保肥力に

差が生じるためと考えられる．特に夏季に開花するニチ

ニチソウを壌土へ定植する場合はマサ土比率の高い生産 

用培養土で生育した地上部の小さい苗を植えても，定植

後の着花数が大きく減少せず，逆に増加し，地上部の生

育が良好な苗との差が小さくなる傾向がみられた．これ

は春夏季に定植する花壇苗では生育期間中の気温が高く

なるため，苗の状態よりも定植後のかん水や施肥管理な

どの栽培環境に強く影響されたことを示している．

　生産用培養土のマサ土比率を上げるとパンジーなどの

秋冬季に開花する草種では苗が小さくなり，定植後の生

育が懸念されるが，ニチニチソウなど夏季に開花する草

種では，苗が小さくても定植後の栽培管理による回復が

見込めるため，マサ土比率を高くし，水ストレス耐性の

強い苗を生産すればよいことがわかった．
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